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(注) 業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき作成したものであり、予想につきましては様々な不確定
要素が内在しておりますので、実際の業績はこれらの予想数値と異なる場合があります。 
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業績予想との差異に関するお知らせ 
 

最近の業績動向等を踏まえ、平成 20 年５月 13 日の決算発表時に公表いたしました平成 21 年３月

期（平成 20 年４月１日～平成 21 年３月３１日）の第２四半期累計期間の業績予想（連結・個別）と

の差異が生じましたので、下記のとおりお知らせ申し上げます。 

 

 

記 

 

１．平成 21 年３月期第２四半期累計期間連結業績予想との差異（平成 20 年４月１日～平成 20 年９月 30 日） 

（単位：百万円）  （単位：円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 
四 半 期 

純 利 益 

1 株当たり 

四半期純利益 

前回発表予想 （Ａ） 17,321 792 757 304 18.69 

今 回 実 績 （Ｂ） 17,138 947 917 379 23.37 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △182 154 160 75 ― 

増 減 率 △1.0％ 19.4％ 21.1％ 24.8％ ― 

（ご参考） 

前期実績(平成20 年３月期中間) 
16,405 550 574 7 0.46 

 

２．平成 21 年３月期第２四半期累計期間個別業績予想との差異（平成 20 年４月１日～平成 20 年９月 30 日） 

（単位：百万円）  （単位：円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 
四 半 期 

純 利 益 

1 株当たり 

四半期純利益 

前回発表予想 （Ａ） 17,301 731 713 246 15.14 

今 回 実 績 （Ｂ） 17,114 869 859 335 20.61 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △186 137 146 88 ― 

増 減 率 △1.0％ 18.7％ 20.4％ 35.9％ ― 

（ご参考） 

前期実績(平成20 年３月期中間) 
16,379 475 524 △62 △3.85 
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(注) 業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき作成したものであり、予想につきましては様々な不確定
要素が内在しておりますので、実際の業績はこれらの予想数値と異なる場合があります。 

 

３．差異の理由 

第２四半期累計期間の売上高につきましては、新規出店計画 24 店舗に対して実績 23 店舗となり、

新店売上高はほぼ計画通りとなりましたが、厳しい経営環境の影響を受け、既存店売上高が計画を下

回ったことから、直営店売上高は計画対比で 1.7％の減少となりました。これにより、売上高は前回

発表予想を下回りました。 

利益面につきましては、世界的な食糧不足や原油価格高騰に起因する原材料仕入価格の高騰という

マイナス要因がありましたが、生産方法の見直しを行い、これまで店舗で行っていた調理作業の一部

を自社工場生産ラインに持ち込み、生産効率及び工場稼働率を向上させることで、原価低減に繋げて

まいりました。これにより、連結ベースでの売上総利益率は計画対比で 0.6％の改善となりました。 

また、店舗調理作業の軽減や、店長教育の成果として、店舗シフト管理等のコストコントロールが

徹底され、連結ベースでの販管費率についても計画対比で 0.3％の改善となりました。 

この結果、連結及び個別ともに売上高は前回発表予想を下回ることとなりましたが、営業利益、経

常利益及び四半期純利益は、前回発表予想を上回りました。 

 

４．通期の業績予想 

通期におきましては、世界的な金融不安や急激な円高の進行による景気減速の影響から個人消費の

下振れ懸念があり、外食産業におきましても、少子高齢化に伴う市場低迷やオーバーストアによる競

争激化、偽装表示等の再発による食への不安等、売上高低迷のリスクが懸念されます。また、原材料

仕入価格等の高騰によるコスト高も想定され、一段と厳しい経営環境になることが予想されます。 

当社グループは、こうした状況を踏まえて、『既存店の活性化』と『収益性及び利益率の改善』を

重要課題とし、店舗におけるサービスやオペレーションの向上を図るとともに、生産効率の改善及び

コスト削減に努め、営業利益率向上に向けた諸施策を実施してまいります。 

これらにより、通期の業績予想については修正をしておりません。 

 

（ご参考） 

①平成 21 年３月期連結業績予想（平成 20 年４月１日～平成 21 年３月 31 日） 

（単位：百万円） 

  売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 

平成 21 年３月期予想 35,043 1,618 1,563 464 

平成 20 年３月期実績 32,915 1,484 1,507 321 

伸 長 率 6.4％ 9.0％ 3.6％ 44.7％ 

②平成 21 年３月期個別業績予想（平成 20 年４月１日～平成 21 年３月 31 日） 

（単位：百万円） 

  売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 

平成 21 年３月期予想 35,003 1,503 1,465 344 

平成 20 年３月期実績 32,870 1,351 1,398 170 

伸 長 率 6.4％ 11.2％ 4.7％ 101.9％ 

 

以  上 

 


